
「スーパー・プロフェッショナル・ハイスクール事業」

「高校生版ＤＭＯ」の活動を核とした

地域観光ビジネス教育プログラムの開発

千葉県立一宮商業高等学校
教諭 田中 善洋



本校の概要

【教育目標】

１．自治と真理を探求する信念の人

２．責任を全うする信義の人

３．創造に励む進取の人

大正14年創立

将来の地域社会に貢献できる職業人の育成に力を注ぐ

地域に根差した商業高校

「自治 責任 創造」を教育の根幹とし、常に先見性を持って社会・経済の変化

に対応できる、普遍性のある基礎・基本を重視した専門教育の実践を目指す。



Ⅰ．３年間の教育プログラムの概要



本校の研究開発課題（テーマ）

一商生が地域への誇りと愛着を醸成する「観光地経営」の
視点に立った観光地域づくりの「舵取り役」として多様な
関係者と協働しながら創造的に観光戦略を立てて実践する
組織の運営を目指す



目指す人材像

・地域観光に興味を持ち、ビジネスとして捉えることができる人材

・地域観光活性化を通じ、地域の発展や未来創造に貢献できる人材

求められる資質・能力

・観光ビジネスについての実践力を伴った体系的・系統的な知識及び

技術力

・地域観光に関する課題を発見・設定し，専門的職業人としての倫理観

をもって合理的・創造的に課題を解決する力

・地域社会を支える人財として必要な人間性及び，より良い地域社会の

実現に向けて主体的に学び，協働的に物事に取り組むことができる力



５つのユニットで構成



カリキュラム・マネジメントによる横断的な学び

５つのユニットでの学び

観光コンテンツ
情報収集・発信

１年情報処理 ２年プログラミング ３年プログラミング応用

観光・地域ビジネス
歴史・文化，地域ビジネス

１年現代社会 １年ビジネス基礎

国際交流
コミュニケーションスキル

１年 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ ２年 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ

観光マーケティング
マーケティング戦略・観光マーケティング

特別講座『マーケティング塾』 マーケティング講演会

マネジメント
観光・ＤＭＯの理解・地域の魅力発見

２年選択 『地域観光Ⅰ』 ３年選択 『地域観光Ⅱ』



５つの学びをベースに学年ごとに学びを発展

１年 地域を『知る』 ～魅力発見！プロジェクト～
情報処理 地域の魅力を知り伝える
現代社会 地域の文化を知る
ビジネス基礎 地域の産業を知る
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 地域の魅力を知り伝える
講演会 一宮町と観光を知る 地域ｽﾎﾟｰﾂﾋﾞｼﾞﾈｽを知る

２年 地域を『知り・発信する』 ～魅力発信！プロジェクト～
プログラミング 観光アプリ開発Ⅰ
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 地域の魅力を知り伝える
地域観光Ⅰ 観光資源の理解と発信
特別講座 マーケティング塾

３年生 地域を『繋げる』 ～一商版ＤＭＯプロジェクト～
プログラミング応用 観光アプリ開発Ⅱ
地域観光Ⅱ 地域の文化を知る
特別講座 マーケティング塾



一商生が地域への誇りと愛着を醸成する「観光地経営」の視点に立った
観光地域づくりの「舵取り役」として多様な関係者と協働しながら創造
的に観光戦略を立てて実践する組織の運営を目指す



・観光ビジネスに関する体系的・実践的な知識・技術を理解し身に付ける

ことができる。

・地域観光に関する課題を発見・設定し、専門的職業人としての倫理観を

もって、合理的・創造的に課題を解決することができる。

・地域観光を支える人財として必要な人間性や、主体的に学び協働的に物

事に取り組む態度を身に付けることができる。

何ができるようになるか



Ⅱ．学年ごとの取り組み



「スーパー・プロフェッショナル・ハイスクール事業発表会」

１年生の教育プログラム

地域を『知る』
～ 魅力発見！プロジェクト ～



１年生の教育プログラム 地域を『知る』～ 魅力発見！プロジェクト ～

一宮町在住生徒

12.5％

一宮町を『知る』こと
からスタート！

ｎ＝479



１年生の教育プログラム 地域を『知る』～ 魅力発見！プロジェクト ～

現代社会

文化を知る

SPH講演会

地域ｽﾎﾟｰﾂﾋﾞｼﾞﾈｽを知る

ビジネス基礎

地域産業を知る

SPH講演会

一宮町と観光を知る

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語

地域の魅力を知る

情報処理

地域の魅力を知る



１年生の教育プログラム 地域を『知る』～ 魅力発見！プロジェクト ～

地域商品の New WAVE 波乗りアーケード

ＳＰＨ研究課題「地域の課題発見
力・分析力・表現力の育成」に向け
て，一商祭「波乗りアーケード」で
の販売実習をとおしてビジネス体験
を実践する。

一商祭「波乗りアーケード」で，
販売計画から販売促進まで一連の
ビジネス活動と，一宮町の活性
化・観光資源の再発見という地域
の課題を繋げ，自ら考えるアク
ティブラーニングをおこなう。



１年生の教育プログラム 地域を『知る』～ 魅力発見！プロジェクト ～

地域商品の New WAVE 波乗りアーケード

『地域ならでは』の商品を
仕入れてマーケットを開催

販売計画から販売実習まで
ビジネス活動の体験

概要

学習



１年生の教育プログラム 地域を『知る』～ 魅力発見！プロジェクト ～

地域商品の New WAVE 波乗りアーケード

ビジネス活動の理解

地域産業の理解

地域産業の魅力発信

目的



１年生の教育プログラム 地域を『知る』～ 魅力発見！プロジェクト ～

地域商品の New WAVE 波乗りアーケード

流れ

・地域ビジネスの調査
・商品計画
・需要予測
・利益計画
・仕入先との折衝
・販売促進
・販売実習



１年生の教育プログラム 地域を『知る』～ 魅力発見！プロジェクト ～

調査 『長生・いすみ』を中心に地域ビジネスの調査



１年生の教育プログラム 地域を『知る』～ 魅力発見！プロジェクト ～

店選定 グループごとに希望店舗の選定

【記入内容】

・班名

・班員名

・店名

・連絡先

・店舗希望理由



１年生の教育プログラム 地域を『知る』～ 魅力発見！プロジェクト ～

計画 グループごとに商品を選定し販売計画を立てる



１年生の教育プログラム 地域を『知る』～ 魅力発見！プロジェクト ～

折衝 希望店舗と電話対応マニュアルをもとに折衝

【内容】

・協力依頼

・趣旨説明

・仕入れ条件の確認

・商品情報提供依頼

・お礼



１年生の教育プログラム 地域を『知る』～ 魅力発見！プロジェクト ～

販売促進 取扱商品および店舗のPOP制作



１年生の教育プログラム 地域を『知る』～ 魅力発見！プロジェクト ～

販売促進 内装（売り場）設計



１年生の教育プログラム 地域を『知る』～ 魅力発見！プロジェクト ～

販売促進 内装（売り場）設計



１年生の教育プログラム 地域を『知る』～ 魅力発見！プロジェクト ～

販売実習 文化祭にて波乗りアーケード開催



「スーパー・プロフェッショナル・ハイスクール事業発表会」

２年生の教育プログラム

地域を『知り・発信する』
～ 魅力発信！プロジェクト ～



２年生の教育プログラム 地域を『知り・発信する』～ 魅力発信！プロジェクト ～

学校設定科目 2年選択『地域観光Ⅰ』(3単位)

東京五輪2020へ向けた活動

・一宮町PRブースの企画立案

・なみのり甲子園でテスト企画
2019年

コロナ禍の発信

・オンラインでの魅力発信

・3年『地域観光Ⅱ』との連携
2020年2020年



２年生の教育プログラム 地域を『知り・発信する』～ 魅力発信！プロジェクト ～

東京五輪2020へ向けた活動

・一宮町PRブースの企画立案

・なみのり甲子園でテスト企画
2019年



２年生の教育プログラム 地域を『知り・発信する』～ 魅力発信！プロジェクト ～

2019『地域観光Ⅰ』



サーフィンの大会会場で一宮町の
魅力や見どころをPRする

地域の観光資源の理解

地域の魅力の発信方法

海から商店街への導線づくり

概要

学習

2019『地域観光Ⅰ』なみのり甲子園でタウンプロモーション

２年生の教育プログラム 地域を『知り・発信する』～ 魅力発信！プロジェクト ～



観戦者に町を回ってもらう

観光資源の理解を深める

東京五輪開催時へ向けて体験

目的

2019『地域観光Ⅰ』なみのり甲子園でタウンプロモーション

２年生の教育プログラム 地域を『知り・発信する』～ 魅力発信！プロジェクト ～



流れ

2019『地域観光Ⅰ』なみのり甲子園でタウンプロモーション

・観光資源を知る
・サーフィンを知る
・なみのり甲子園を知る
・ブース計画
・プロモーション準備
・ブース運営

２年生の教育プログラム 地域を『知り・発信する』～ 魅力発信！プロジェクト ～



調査 一宮町の『観光資源』を知る

２年生の教育プログラム 地域を『知り・発信する』～ 魅力発信！プロジェクト ～



調査 『サーフィン』を知る

国際大会から学ぶ

ボランティア

公式パンフレット

大会ライブ配信

公式ホームページ

２年生の教育プログラム 地域を『知り・発信する』～ 魅力発信！プロジェクト ～



調査 『サーフィン』を知る

国際大会から学ぶ

ボランティア

公式パンフレット

大会ライブ配信

公式ホームページ

２年生の教育プログラム 地域を『知り・発信する』～ 魅力発信！プロジェクト ～



調査 五輪会場『釣ヶ崎海岸』を知る

釣ヶ崎海岸視察

東京五輪の会場で

なみのり甲子園も

開催される聖地

釣ヶ崎海岸を視察

２年生の教育プログラム 地域を『知り・発信する』～ 魅力発信！プロジェクト ～



調査 『なみのり甲子園』を知る

【プリント学習】

・大会の様子

・新聞記事

・会場レイアウト

２年生の教育プログラム 地域を『知り・発信する』～ 魅力発信！プロジェクト ～



計画 『一宮町PRブースの計画』を立てる

【PRブース】

『何を』

『どのように』

PRするか

２年生の教育プログラム 地域を『知り・発信する』～ 魅力発信！プロジェクト ～



計画 『一宮町の名所』を『フォトコンテスト』でPR

２年生の教育プログラム 地域を『知り・発信する』～ 魅力発信！プロジェクト ～



計画 『一宮町のお店』を『手作りのチラシ』でPR

一商生オススメ
波乗りグルメ

２年生の教育プログラム 地域を『知り・発信する』～ 魅力発信！プロジェクト ～



企画 『コラボレーション』して大会を盛り上げる

交渉間に合わず断念

Win – Win – Win
関係が築ける!?

２年生の教育プログラム 地域を『知り・発信する』～ 魅力発信！プロジェクト ～



準備 『一宮町のプロモーション』の準備をする

フィールドワークで素材集め

２年生の教育プログラム 地域を『知り・発信する』～ 魅力発信！プロジェクト ～



準備 『一宮町のプロモーション』の準備をする

飲食店の紹介

校内アンケート

上位店を紹介

２年生の教育プログラム 地域を『知り・発信する』～ 魅力発信！プロジェクト ～



準備 『一宮町のプロモーション』の準備をする

お土産の紹介

地域観光Ⅰ

メンバーおすすめ

左面は地図と電車時刻

２年生の教育プログラム 地域を『知り・発信する』～ 魅力発信！プロジェクト ～



準備 『一宮町のプロモーション』の準備をする

効果の測定

掲載店に台紙を

置いてもらい

チラシを見た人は

シールを貼る

２年生の教育プログラム 地域を『知り・発信する』～ 魅力発信！プロジェクト ～



運営 『波乗りグルメ』ブース

２年生の教育プログラム 地域を『知り・発信する』～ 魅力発信！プロジェクト ～



運営 『フォトコンテスト』ブース

２年生の教育プログラム 地域を『知り・発信する』～ 魅力発信！プロジェクト ～



２年生の教育プログラム 地域を『知り・発信する』～ 魅力発信！プロジェクト ～

成果



２年生の教育プログラム 地域を『知り・発信する』～ 魅力発信！プロジェクト ～

コロナ禍の発信

・オンラインでの魅力発信

・3年『地域観光Ⅱ』との連携
2020年2020年



２年生の教育プログラム 地域を『知り・発信する』～ 魅力発信！プロジェクト ～

2020 『地域観光Ⅰ』



２年生の教育プログラム 地域を『知り・発信する』～ 魅力発信！プロジェクト ～

2020『地域観光Ⅰ』きれいな海と生命を守るプロジェクト



一宮町に産卵に来る絶滅危惧種
『アカウミガメ』を知り伝える

『アカウミガメ』について理解

『SDGs』や『環境問題』を理解

『環境問題』について発信する

概要

学習

２年生の教育プログラム 地域を『知り・発信する』～ 魅力発信！プロジェクト ～

2020『地域観光Ⅰ』きれいな海と生命を守るプロジェクト



『アカウミガメ』が産卵に来る事を
地域の方々に伝える

『アカウミガメ』を取り巻く環境や
問題点について投げかける

『環境問題』への意識を高める

目的

２年生の教育プログラム 地域を『知り・発信する』～ 魅力発信！プロジェクト ～

2020『地域観光Ⅰ』きれいな海と生命を守るプロジェクト



流れ

2019『地域観光Ⅰ』なみのり甲子園でタウンプロモーション

・『アカウミガメ』を知る
・『SDGs』『環境問題』を知る
・『伝える内容』を考える
・『教材』を制作する

２年生の教育プログラム 地域を『知り・発信する』～ 魅力発信！プロジェクト ～



調査 『アカウミガメ』を知る

２年生の教育プログラム 地域を『知り・発信する』～ 魅力発信！プロジェクト ～

資料から学ぶ

一宮ウミガメを見守る会様

から提供いただいた

独自の資料や動画で

理解を深めます



調査 『SDGs』を知る

２年生の教育プログラム 地域を『知り・発信する』～ 魅力発信！プロジェクト ～

資料から学ぶ

持続可能な社会を目指す

世界中で取り組む『SDGs』

『海』で行うサーフィン

五輪会場から『SDGs』を

『環境問題』を伝えたい

『一宮から世界へ』



企画 『伝える内容』を考える

２年生の教育プログラム 地域を『知り・発信する』～ 魅力発信！プロジェクト ～



「スーパー・プロフェッショナル・ハイスクール事業発表会」

３年生の教育プログラム

地域を『繋げる』
～ 一商版ＤＭＯプロジェクト ～



３年生の教育プログラム 地域を『繋げる』～一商版ＤＭＯプロジェクト ～

2年選択 地域観光Ⅰ（3単位）

3年選択 地域観光Ⅱ（2単位）

【学校設定科目】

継続履修





参照：国土交通省 観光庁

ＤＭＯとは





一商版ＤＭＯ

モデル

ハワイのDMO HTA（Hawaii Tourism Authority）

HTAの目標

住民の生活の質の向上に貢献する

HTAの特色

インターナル・マーケティング

・組織内部に向けられるマーケティングにより、内部の意識が高まることで、サービス提供の質を向上
させようというマーケティング手法。

インターナル・マーケティングによるDMO運営への効果

・住民を含めた観光地域づくりの担い手の意識が高まる。
→観光地の質が向上する。

・シビックプライド（地域への誇りや愛着）が醸成され、観光地域づくりの担い手が育つ。

引用：阿曽真紀子・高澤由美・辻野啓一(2019).観光地経営組織におけるインターナル・マーケティングに関する考察



一商版ＤＭＯ

モデル

ハワイのDMO HTA（Hawaii Tourism Authority）

引用：阿曽真紀子・高澤由美・辻野啓一(2019).観光地経営組織におけるインターナル・マーケティングに関する考察



一商版ＤＭＯ

サーフィンの町の『高校生版ＤＭＯ』

『一商生の波乗れＤＭＯ』

運営：千葉県立一宮商業高等学校



一商版ＤＭＯ







３年選択『地域観光Ⅱ』

４月～５月末 家庭学習期間

６月２週目まで 分散登校（午前・午後のいずれか3時間）

６月末まで 16：30 完全下校

外部との打ち合わせできず

新型コロナウイルスの感染拡大で変化

『今、私たちができること』



３年選択『地域観光Ⅱ』

・新型コロナウイルスの影響を受け、新たに始まったビジネスの事例
をメディアをとおして調査

・ウィズコロナ、アフターコロナの観光のあり方の理解

・星野リゾートの星野社長が提言しているマイクロツーリズムの理解

・一商版DMOの役割の再確認

新型コロナウイルスの影響を知る



「今、私たちにできること」



一商版ＤＭＯ

オンラインミーティング開催

地域で観光業やイベント企画運営、地域の課題を解決する取り組みを行っている
方々とオンラインでタウンミーティングを開催。

テーマ「今、一商生にできること」 ミーティングの様子





３年生の教育プログラム 地域を『繋げる』～ 一商版ＤＭＯプロジェクト ～

企画① 一宮スタンプラリー

【目的】
一宮町に元気と活気を与える

【ターゲット】
地元の小学生



３年生の教育プログラム 地域を『繋げる』～ 一商版ＤＭＯプロジェクト ～

企画① 一宮スタンプラリー

【目的】
一宮町に元気と活気を与える

【ターゲット】
地元の小学生

【内容】
台紙をもとに、スポットを回り
指示どおりにスタンプを集める



３年生の教育プログラム 地域を『繋げる』～ 一商版ＤＭＯプロジェクト ～

企画① 一宮スタンプラリー

【効果】
地元を舞台に楽しんでもらえる
地元を好きになってもらう

【発展】
改良・発展させ近隣地域の方々の
『マイクロツーリズム』に対応！



３年生の教育プログラム 地域を『繋げる』～ 一商版ＤＭＯプロジェクト ～

企画② いちのみやすごろく

【目的】
遊びながら、地域について学び
一宮町の『観光人材』を育成する

【ターゲット】
地元の小学生

【内容】
人生ゲームのようにマス目にある
イベントをクリアしながら、地域
の魅力を知る！



３年生の教育プログラム 地域を『繋げる』～ 一商版ＤＭＯプロジェクト ～

企画② いちのみやすごろく
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３年生の教育プログラム 地域を『繋げる』～ 一商版ＤＭＯプロジェクト ～

企画② いちのみやすごろく



３年生の教育プログラム 地域を『繋げる』～ 一商版ＤＭＯプロジェクト ～

企画② いちのみやすごろく

【効果】
地元の子どもたちが地元に詳しくなる
来訪者に説明できるようになる
『観光人材』を育てるきっかけになる

【発展】
来訪者に記念に持ち帰ってもらい
「次はあそこに行こう！！」と
思っていただくきっかけを作り

『町のリピーター』を増やす



３年生の教育プログラム 地域を『繋げる』～ 一商版ＤＭＯプロジェクト ～

企画③ ICHINOMIYA NAMINORI COLLECTION  

【課題】
来訪者は『お土産』を求めている

【目的】
一宮町の『ここでしか買えない！』
商品とお店をＰＲする

【ターゲット】
来訪者・他地域の方



３年生の教育プログラム 地域を『繋げる』～ 一商版ＤＭＯプロジェクト ～

企画③ ICHINOMIYA NAMINORI COLLECTION  

【提案】
一宮町役場 一宮町商工会

【協力】

一宮町役場 一宮町商工会

一宮町サーフィン業組合

いちのみや観光局

一宮町内のお店



３年生の教育プログラム 地域を『繋げる』～ 一商版ＤＭＯプロジェクト ～

企画③ ICHINOMIYA NAMINORI COLLECTION  

【撮影】

12月5日（土）14:00～

【撮影場所】

一宮商業高校 第3ビジネス室

【今後の展開】

１月中に『特設サイト』を公開



一商版ＤＭＯ

一商版
DMO

来訪者

・地域の魅力をPR

・観光商品の提供

小中学生
地域住民

『ウィズコロナ』

・地域の魅力を伝える

・マイクロツーリズム提案

・地域の魅力を伝える

・一緒に伝える

『アフターコロナ』



Ⅲ．成果と課題



生徒の自己評価
【設問】
一宮町を中心とした地域の特性に関心を持ち積極的に魅力を探究し，
それをビジネスとして活かすことを意欲的に図ることができる。

S 31.2%

A 52.9%

B 14.0%

C 1.9%

S:素晴らしい A:十分によくできた
B:まぁまぁ満足 C:もっと努力が必要

十分によくできたと回答

80%以上

・一宮町について興味・関心
を持ち、サーフィンや文化、
地域ビジネスについての理解
が深まった。



・地域の魅力を発信するため
の知識・技術が身に付いた。

生徒の自己評価
【設問】
資料を「読み込む」力や，他の意見を「聴き取る」力，自らの意見を
「表現する」力を総合的に発揮できる。

S:素晴らしい A:十分によくできた
B:まぁまぁ満足 C:もっと努力が必要

十分によくできたと回答

80%以上
S 30.6%

A 49.7%

B 18.5%

C 1.3%



・地域の魅力を効果的に発信
するための発想力・企画力・
表現力などが身に付いた。

生徒の自己評価
【設問】
一宮町の魅力や観光資源を発信するための、自分なりの考えやアイディア
を持ち、学習やグループ活動において積極的に表現することが出来る。

S:素晴らしい A:十分によくできた
B:まぁまぁ満足 C:もっと努力が必要

十分によくできたと回答

70%以上

S 11.1%

A 61.1%

B 22.2%

C 5.6%



課題

○外部委員の方に，「高校生の視点からより新しいアイディア
をたくさん出して欲しい」といった御意見をいただいたこと
から，今以上に私たちが地域のことを知る必要がある。

○今年度前半，コロナ禍で活動がなかなか出来なかったことを
考え，「今，何をすべきなのか」，現状を把握しながら，見
えない未来に立ち向かうために，地域との連携をもっと高め
ていく必要がある。

○アンケート調査で，「コミュニケーションとして英語の必要
性を理解できた」と答えた者が，約95％いたにもかかわらず
「今後英語でコミュニケーションをしていきたい」と答えた
者は，約80％であった。このことからも，普段から外国語に
親しみ，活用する機会を増やす必要がある。


